
東京海上日動火災保険におけるAWS活用の歩みと今後

金融ワークロードを実現するアーキテクチャ

2018年5月30日

東京海上日動火災保険株式会社

ＩＴ企画部 部長

村 野 剛 太



© Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co.,Ltd.

村野 剛太（むらの ごおた）

1991年 4月 東京海上火災保険株式会社 入社

（2001年からグループ会社に出向し、インフラの開発・運用、アプリ開発に従事）

2009年 6月 東京海上日動システムズ株式会社 オープン基盤部 部長

2015年 4月 東京海上日動システムズ株式会社 ＩＴサービス第二本部長

2016年 4月 東京海上日動システムズ株式会社 エグゼクティブオフィサー オープンサービス本部長

2017年 4月 東京海上日動火災保険株式会社 ＩＴ企画部 部長 兼

東京海上日動システムズ株式会社 エグゼクティブオフィサー デジタルイノベーション推進部長

自己紹介



© Tokio Marine & Nichido Fire Insurance Co.,Ltd.

目次

 東京海上グループの概要

 事業環境の変化とIT・クラウド戦略の変化

 AWS活用状況(SoE, SoI)
➢ 高速開発を可能とするSoE基盤

➢ ガイドラインの策定

➢ 素早い拡張が可能なSoI基盤

➢ ログ可視化基盤

➢ 東京海上グループ全体への展開

 課題と今後に向けて



東京海上グループの概要
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東京海上グループの概要

国内損害
保険事業

国内生命
保険事業

海外
保険事業

金融・一般事業

以下は主なグループ会社の社名です

「2017年東京海上日動の現状」（ディスクロージャー資料）から抜粋
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東京海上グループの概要
東京海上HD 新中期経営計画IR説明会資料から抜粋
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東京海上日動・東京海上日動システムズ会社概要

●業務内容
1. 損害保険業
(1)保険引受
(2)資産の運用

2. 業務の代理・事務の代行
(1)損害保険業に係る業務の代理・事務の代行
(2)生命保険業に係る業務の代理・事務の代行

3. 投資信託の販売業務
4. 自動車損害賠償保障事業委託業務

●設立 1879年8月
2004年10月
東京海上火災、日動火災が合併して
東京海上日動火災保険（株）が発足

●社員数 17,368名

●業務内容
東京海上グループのIT戦略を担うシステム会社
東京海上グループ情報システムの
企画・提案・設計・開発・保守・運用・
システム活用支援

●設立 1983年9月
2004年10月
東京海上火災、日動火災の
システムグループ３社が合併して
東京海上日動システムズ（株）が発足

●社員数 1,360名

(2017年3月31日現在)
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東京海上日動のIT体制

中央集権的なＩＴガバナンス

個人商品業務

企業商品業務

契約業務
サービス

損害サービス

営業企画

業務サービス部（約２５部）

社内
営業・損害
サービス

代理店

お客様経理

資産運用

etc

ＩＴ部門

東京海上日動
システムズ

約1,300名

東京海上日動
ＩＴ企画部

約40名



事業環境の変化とIT・クラウド戦略の変化
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東京海上HD 新中期経営計画IR説明会資料を参考に作成

弊社を取り巻く事業環境は変化しており、ITも変化が必要

デジタル領域の拡大

セキュリティリスクの増大

ビジネススピードの加速

グローバル化の進展

保険業界の環境の変化 IT分野に求められる戦略課題

国内の人口動態の変化

自然災害の多発化・大規模化

グローバル経済・金融環境の変化

テクノロジーの進展
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モバイルデバイスを活用したビジネスが増加

2013201220112010

2017201620152014

DoCoMoワンタイム保険
GPSの位置情報から
保険加入を提案

モバイルアプリで
契約を管理

１日保険に
モバイルでも加入

女性向け健康管理
モバイルアプリ
見舞金をお支払

カーシェアリングAnyca

１日保険に加入

パーソナライズド動画
事故を未然に防止

ゲームアプリ
保険を身近に

ドライブレコーダーを提供
テレマティクスサービス
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・2017年4月に発売開始の自動車保険特約

・通信型ドライブレコーダーを貸与（オリジナル製品）

・強い衝撃を検知すると、自動発報により事故が報告、通話機能も配備

・安全運転診断や事故発生の可能性が高い場合に注意喚起する機能も備えている

東京海上HD アニュアルレポート 2017 から抜粋
Drive Agent Personal（DAP）
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Drive Agent Personal（DAP）
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デジタル戦略 – 新しいビジネスでのIT活用

RPA

ブロックチェーン

海上貨物保険証券への
ブロックチェーン技術適用実証実験

ブロックチェーンを用いた
医療情報送信実証実験

AI

照会応答
サポート（FAQ)

AIによる手書き漢字認識
（保険金請求書）

海旅・付保証明書作成
控除証明書再発行

音声認識

Amazon Echo
災害情報等のスキル登録

スタートアップとのコラボ

保証書の情報を管理するクラウドサービス
1日単位で加入できる損害保険サービス
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・アレクサ、東京海上日動でちょいのり保険に入りたい
・アレクサ、東京海上日動でクイズをスタートして
・アレクサ、東京海上日動で挑戦コレクションが聞きたい

Amazon Echo / Alexa Skill

・アレクサ、災害情報で東京都の地震を教えて

・アレクサ、災害情報で東京都の警報を教えて
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• スピードを重視し、ユースケースの検討と実装を繰り返して、開発。

• ２か月余りの期間で５つの機能を開発、ユーザの使い勝手にこだわってリリース。

• AWSとAPIで構築、開発者はアプリケーションの品質向上のみに注力できる。

開発のやり方も、スピード感が必要

DynamoDB
(log保存) 

災害情報

Lambda



AWS活用状況(SoE, SoI)
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そして、基盤に求められる要件も変化している

SoE/SoI分野
（デジタル・データ利活用・APIなど）

SoR

● 素早く、手軽に活用したい

● ニーズに合わせて随時または臨時に拡張したい

●SoE 弊社とお客様をつなぐためのシステム群
●SoI 新たな洞察や知見を獲得するためのシステム群
●SoR 従来の基幹系システム群
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これまでも、”Cloud First”が基盤選定の基準だったが・・・

高可用性が必要？
（24時間稼動、
ｼﾋﾞｱなﾚｽﾎﾟﾝｽ）

クラウドで
開発可能か？

オンプレミス
仮想化基盤

専用基盤の構築

社内専門家とｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾒｰｶｰ
技術者とで作り込みを行なう

Ｎ

Ｙ Ｎ

Ｙ

private cloud

SaaS

private cloud

Cloud First
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SoE/SoI分野用に、基盤を整備することとした

SoE/SoI分野
（デジタル・データ利活用・APIなど）

SoR

SoE/SoIをSoRから分離し、
相互影響を与えない

プラットフォームは、
自前では用意しない

→“Cloud Only”
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基盤・開発・運用の観点で評価し、AWSを採用した

A社 B社 C社
Amazon
AWS

D社

基盤評価 － ※1 △ ◎ 〇 ×

開発評価 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

運用評価 ×/△ ※2 × 〇 ◎ 〇

総合評価 ×/△ × 〇 ◎ ×

※1:DCを持たない為、AWS上のサービスで評価

※2:AWS上のサービス評価/自前の環境にインストールを想定した評価

評価のポイントとなった観点

● 公式・コミュニティの情報量

● マーケットプレイス・サービス数

● アプリ・運用ログの取得

● 開発・運用のオーケストレーション

評価結果（サマリー）
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データ収集
基盤 データマネジメント基盤

APIマネジメント基盤

アプリケーション開発＆本番基盤

デジタル
マーケティング

基盤

IoT
Raw ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ

データ分析基盤
アプリ
アプリ
アプリ
アプリ
アプリ
アプリ

基盤を共通化し、AWS上に構築

SoI基盤

SoE基盤ログ可視化基盤

• プラットフォームを自前で用意する必要がない →“Cloud Only”基盤
• SoE/SoIをSoRから分離し、素早く、手軽に活用可能な基盤と開発プロセス
• ニーズに合わせて随時または臨時に拡張できる基盤
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共通領域
VPC

アプリケーション
領域

サイバーセキュリティ対策等の運用
系は、ここに一括実装

CloudFormationによりWeb3層
型はテンプレートで即席構築
（Infrastructure as Code）

サービス
利用者

SoE基盤 高速開発（Infrastructure as Code）

お客様向けサービスをスピーディに開発し、提供するためにSoE基盤を構築

・高速開発（Infrastructure as Code、Agile、CI/CD）
・ガバナンス（ガイドラインの定義）

Point

お客様向けサービスをスピーディに開発し、提供するためにSoE基盤を構築

・高速開発（Infrastructure as Code、Agile、CI/CD）
・ガバナンス（ガイドラインの定義）

Point
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共通領域
VPC

アプリケーション
領域

サイバーセキュリティ対策等の
運用系は、ここに一括実装

サービス
利用者

SoE基盤 高速開発（Agile）

お客様向けサービスをスピーディに開発し、提供するためにSoE基盤を構築

・高速開発（Infrastructure as Code、Agile、CI/CD）
・ガバナンス（ガイドラインの定義）

Point

◆新しいアプリケーション開発プロセスを策定
◆「小さく開発し早くリリースする」を実現

企画・計画
スプリント
（β版）

スプリント
（β版）

スプリント
（β版）

本格利用
（S/I）

テスト要件定義 開発 資源反映
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共通領域
VPC

アプリケーション
領域

サイバーセキュリティ対策等の運用
系は、ここに一括実装

サービス
利用者

SoE基盤 高速開発（CI/CD）

お客様向けサービスをスピーディに開発し、提供するためにSoE基盤を構築

・高速開発（Infrastructure as Code、Agile、CI/CD）
・ガバナンス（ガイドラインの定義）

Point

AWSマネージドサービスを駆使してCI/CDを実現

実行環境

CodeCommit CodeBuild CodeDeploy

テストツール
・SonarQube
・Apache JMeter

S3 CodeDeploy

実行環境

CodePipeline
（開発）

CodePipeline
（本番）

本番環境

開発環境
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SoE基盤 ガバナンス（開発者向けガイドライン）
目次

1 はじめに 4

1.1 開発運用一体型AWS基盤について 4

1.1.1 開発運用一体型AWS基盤とは 4

1.2 利用シーン 5

1.2.1 利用シーンと対応するテンプレートパターン 5

1.2.2 テンプレートパターン：Web3階層 6

2 提供機能 7

2.1 機能一覧 7

2.2 責任分解点 11

2.3 制約事項と注意事項 13

3 構築フロー 15

3.1 環境構築フロー 15

3.2 環境変更フロー 16

3.3 環境廃止フロー 17

4 お問い合わせ 18

4.7 連絡先 18

5 利用料 19
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SoE基盤 ガバナンス（開発者向けガイドラインの例）

項目例 ガイドライン内容例

ID管理

・IAMユーザ権限は「参照Only」と「更新」の２種類を提供。

・権限の付与は利用申請に基づきシステム管理者が実施。

・権限の剥奪は、更新は日次、参照Onlyは四半期毎に自動剥奪。

ログ管理

・アプリケーション環境に対する監査目的の運用操作ログは、
CloudTrailにより、共通領域のＳ３にも自動保管。

・EC2内アプリログの集約は、Lambda関数の定期実行、SSMの
RunCommand、シェルスクリプトを組み合わせてＳ３に保管

システム
監視

・CloudWatchLogsにより実現。SNSによりエラー検知時は予め
登録してあるメールアドレスに通知。

・ログ監視のデフォルトエラー判定は/var/log/messagesに、
err,ERR,Errのいずれかを含むログが出力された場合

標準構成・標準設計をCloudFormationで定義し、ガバナンスを確立
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SoE基盤 AWSのコンサルティング・サービスの支援も活用

フェーズ 内容 現場の声

CI/CD構築
CI /CDに組み込む
べき要素とその実現
方法

• ドキュメント提供だけでなく、ペアプロ的に作業レベルで構築支援
いただいた。（実際手を動かしてみないと学べない領域が多い）

• AWS環境だけではなく、OSSも含めてトータルで課題解決に協
力いただいた。

アーキテチャ
設計

開発がしやすいアーキ
テクチャやフレームワー
クの選定

• フロントエンド／バックエンド関係なく、全方面でご相談相手に
なっていただいた。

• 社内には対象プラットフォームでの開発経験者がおらず、特に
テクニカルレビューの局面で、大変助けていただいた。
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分析ラボ
DataLake 分析ラボ

分析者
（社内）

TMNFデータソース

社外データソース
VPN

社内外の多種多様な大量データを分析できる、SoI基盤を構築

・柔軟に拡張可能（スケールアウト）
・スピーディな分析ラボ追加（テンプレート化）

Point

Hadoop
クラスタ

EBS

連携
サーバ

EBS

非機能
サーバ

EBS

分析
サーバ

EBS

S3
RDS

EC2EC2 EC2

EC2

RDS

分析用
DM

RDS

SoI基盤（データ分析プラットフォーム）
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に

溜める 魅せる集める

ログ可視化基盤 マネージドサービスで構築

VM
数百台

NW
数千台

Proxy
Mail

ログ
転送
基盤
OSS

弊社DC

集める、溜める、魅せる、を分割。サーバレス中心で構築。

非ﾘｱﾙ

Amazon 
Redshift

Amazon
S3

Amazon 
EC2

AWS
Lambda

AWS
Lambda

Amazon 
Kinesis

Amazon
Athena

商用BI
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ログ可視化基盤 マネージドサービスで構築
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海外グループ会社とＩＴ推進体制を構築し、グローバルで共有

Global IT Committee

Security

エグゼクティブ・コミッティー

Digital 
Innovation

IT HR 
Project
Success

Sub-Committee

Global IT
Platform

&
Procurement

（GIPP）
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TMNF                          TMK

Lead

TMHCC TMKSNCC

TMAsia TMNSystems TMNF

GIPP内に、”Cloud Strategy“検討体制を構築

TMHCC               TMHD

PMO

32

TMR

TMHD

Working Members

TMTech
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課題と今後に向けて

 課題

➢ SoE/SoI基盤は小さく、早く構築したため、今後も継続的にレベルアップが必要

➢ 特に可用性向上においては、DRサイトの構築を簡便に実現したい

➢ AWS上で実現できない機能との連携も強化したい

 今後に向けて

➢ まずは、今回整備したインフラの活用推進

➢ ノウハウを国内外に横展開していく

➢ SoR分野へのCloud適用



ありがとうございました


